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 要  旨 
新しい映像表現として，多視点映像を用いた実写ベースの 3 次元映像技術の研究
が行われている．その一つとして，複数台のカメラの実写画像をもとに，実際にはカ
メラが存在しない視点位置から撮影した仮想視点画像を合成することで，任意の視点
から対象を観察できる自由視点画像がある． 
代表的な自由視点画像の形成法として入力画像群から対象の三次元モデルを生成
し利用するモデルベースの手法がある．モデルベースの手法は入力画像から三次元モ
デルを生成し，そのモデルを利用して任意視点画像を合成する手法である．モデルベ
ースの手法では，比較的少ない枚数の多視点画像でも処理を行うことができるが， 三
次元モデルのを生成する際にかなりの計算時間がかかってしまい，実時間処理には向
かない．そこで，本研究では，カメラの相対的な位置関係を基に入力画像群を直接合
成するイメージベースの手法を用いてオンラインでの自由視点画像を形成する事を
目標とする．イメージベースの手法では，焦点距離等のカメラの内部パラメターの推
定は行わず，入力画像間の特徴点の対応関係を用いて仮想視点画像の合成が行われ
る．そのため，モデルベースの手法に比べ，合成した画像の質は劣るものの計算のコ
ストが低くオンライン処理に向いた手法である． 
本論文では，Jarusirisawad らの手法を拡張させ、仮想視点の位置を 2 次元的に
定義することで，強校正を行わないためカメラの内部パラメターが未知で，仮想視点
でのカメラの透視投影行列を定義できない場合でも，入力画像を撮影するカメラアレ
イが 2 次元的な広がりを持っていれば，視点位置に制限の無い自由視点画像の合成
手法を提案した．実験結果では，確かに 3 画像の内部の自由な位置に仮想視点画像
を合成することが出来た．また，本論文が提案する手法では，Jarusirisawad らの手
法に比べ，人間の顔のような複雑な構造体の復元の精度は低かったが，平面のような
単純な構造の復元の精度は高いことが分かった． 
今後，OpenGL や CUDA といった並列計算向きの言語を用いて実装することで、 
自由視点画像生成の実時間処理を実現することが期待できる 
 
